
■中学生からの提案
概　要名　前学校名

通学路の環境整備 原 
はら

 田 
だ

 響 さん
ひびき

廿日市中学校

まちのバリアフリー化 福  田  帆  乃  佳 さん
ふく だ ほ の か

七尾中学校

宮島、けん玉の活用 加  藤  建 さん
か とう たける

阿品台中学校

カープとのコラボレーション 中  河  陽  介 さん
なか がわ よう すけ

野坂中学校

地域限定の観光大使 伊  澤  彩  優 さん
い ざわ あ ゆ

四季が丘中学校

人と自然と産業の融合 中  原  優  成 さん
なか はら ゆう せい

佐伯中学校

ごみのポイ捨てを無くす 冨  野  虎  之  丞 さん
とみ の とら の すけ

吉和中学校

スポーツの振興 松  本  有  紗 さん
まつ もと あり さ

大野中学校

学校の教育環境・設備 日  比  健  人 さん
ひ び けん と

大野東中学校

宮島口でグルメフェスティバル 宮  野  賢  人 さん
みや の けん と

宮島中学校

宮島で国際交流 森  井  瑞  希 さん
もり い みず き

山陽女学園中等部
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「もし自分が市長だったら…」
平成⚒⚘年度中学生と市長のふれあいトーク

　⚘月⚒⚐日、市役所で「中学生と市長のふれあいトーク」を開催しました。
　ここではその一部を紹介します。市ホームページに議事録を掲載していますので、そちらもぜひご覧ください。
　問い合わせ　経営政策課緯運⚙⚑⚒⚑

⚘広報はつかいち平成⚒⚘年⚑⚑月号広報はつかいち平成⚒⚘年⚑⚑月号⚙

現在活動中の団体
活動日時活動場所活動内容など団体名称

毎週土曜日⚙：⚓⚐～⚑⚑：⚓⚐宮園市民センター囲碁はつかいちこども囲碁の会 第⚒・⚔土曜日⚙：⚓⚐～⚑⚑：⚓⚐市民活動センター
第⚒・⚔・⚕金曜日、随時宮内市民センタ―他活動やイベントなどのサポートYou Eye Club
第⚒・⚔月曜日⚑⚙：⚐⚐～⚒⚑：⚓⚐佐方市民センターフリースタイルダンスBAZ
毎週金曜日⚑⚘：⚐⚐～⚒⚑：⚓⚐宮内市民センターヒップホップ、ブレイクダンスSTEP
不定期市民活動センターイベント企画、参加などYoung You Eye虎の穴

毎週日曜日⚑⚙：⚐⚐～⚒⚑：⚐⚐野坂中学校体育館フットサル、サッカー夢の駅
（野坂フットボールクラブ）

毎週月曜日
⚑⚗：⚓⚐～⚑⚙：⚐⚐

地御前市民センター
地御前小学校体育館ソーラン駆流舞

不定期市民活動センター障がいのある人の兄弟姉妹の
交流を深めることなど

きょうだい支援の会
SIBLINGS

月⚑回日曜日⚑⚐：⚐⚐～⚑⚕：⚐⚐鎗出第⚓公園遊び場作りみやうち冒険あそび場の会
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―にめたぐなつを手がなんみ

　「鼻血が出るほどげんこつで殴られ
た」。こう訴えたのが大人だったら、誰
もが「人権侵害だ」と思うでしょう。
　しかし、これが子どもからの訴えだ
としたら「怒らせるようなことをした
んじゃないの？」とか「反抗的な態度
をとったからじゃないの？」などと子
どもの非を探してしまいがちです。子
どもへの暴力は、事件になれば問題視
されますが、そうでなければ教育やし
つけの名の下に容認され続けています。
●すべての子どもが持っている特別で
大切な権利

　子どもは一人の人間として、大人と
同じように権利を持っています。しか
し、子どもの権利は、無視されるか簡
単に侵害されてしまいがちです。
　子どもに権利を教えることに対して
「自分勝手になる」などの否定的な意見
をよく耳にします。確かに、自分だけ

に権利があるように教えてしまうと、
そうなるかもしれません。しかし、権
利は当然すべての人に平等にあるので
すから、自分の権利と同時に、他人の
権利も尊重する責任があります。その
ことが十分に認識されていれば、身勝
手に自分の権利だけを主張することは
ないはずです。
　子どもの権利を認めたがらない大人
は、権利に対する誤解があったり、大
人の権威が失われたりすることへの恐
れがあるのかもしれません。
●権利を教える
　いざ子どもたちに権利を教えるとな
ると、どう話せばいいか分からない人
は多いのではないでしょうか。CAPと
いう暴力防止プログラムでは、生きて
いく上でなくてはならない⚓つの特別
な権利として「安心して生きる権利」、
「自信を持つ権利」、「自由に生きる権

利」がすべての人にあることを教えま
す。そして、暴力はこの大切な権利を
奪うものであることを伝え、子ども自
身の力で暴力に立ち向かえるよう勇気
付けています。
●自分も他人も大切にする
　大人から子どもへの暴力や、いじめ
と呼ばれる子ども同士の暴力は至ると
ころに存在しています。人に暴力を振
るうことは、年齢や性別に関わらず、
許してはならない人権侵害です。
　しかし、「権利」を教えられていない
子どもたちは、暴力を受け入れてしま
います。自分が持つ権利にも他人の権
利にも気付きません。権利意識を持つ
ということは、自分だけでなく、人を
大切にすることでもあります。
　暴力を乗り越える原点として、子ど
もの人権が必要とされているときでは
ないでしょうか。

問い合わせ
　生涯学習課
　緯運⚙⚒⚐⚓

次代を担う子ども・若者が、夢や希望を豊かに育み、心身ともに健やかに成長で
きるように、期間中に子ども・若者育成支援のために、VOICE⚒⚐⚑⚖（青少年意見
発表会）や店舗への立ち入り調査などを実施します。

⚑⚑月は青少年の
非行・被害防止全国強調月間

子どもへの暴力と人権 この欄は、市民と市職員で構成する「広報人権問題シリーズ編集委員会」が編集しています


